
交通サービス振興特別委員会記録 
 

日 時  令和５年９月５日（火）午前１０時 

場 所  日田商工会館 議員サロン 

出席者  会   頭  十時 康裕 

担当副会頭  河津 龍治 

     委 員 長        小ヶ内聡行 

     副 委 員 長  本田  哲 

     委   員  阿部  修、菅 政哉、梶原 智敏、合谷 文彦、佐竹 享、 

冨安 裕子、諌山 吉晴、武内 眞司、高田 英樹、諌山 安雄 

松永 晃一 

     専 務 理 事    樋口 恒成 

     事 務 局      伊藤  宏、桜木 幸恵、別府 詩帆 

議 題  令和５年度委員会事業について 

① 交通案内板の設置について 

② 市との意見交換会 

議事内容 

定刻となり開会。小ヶ内委員長、河津副会頭より挨拶がある。 

令和５年度委員会事業について 

① 交通案内板の設置について 事務局より、資料説明。 

駅、バスターミナル、その他の場所において現状の交通案内板の設置状況を、現地で写真を撮っ

てきたものを用いて説明。また平成 20 年に市が作成している「公共交通サイン基本計画」によ

り、平成 28年 29年に整備されたものについても、市から頂いた資料を抜粋して説明し、出席者

の皆さんに意見をいただいた。 

・インバウンドのレンタサイクルの利用は多いが、駐輪場等が分かりづらい。 

・海外インフルエンサーが動くルートが広まる（自転車、徒歩）。 

・レンタサイクルで大山ダムまで行く観光客もいる。 

・旧大山振興局跡に観光案内所が出来る予定。日田市内が分かる案内があると良い。 

・推奨ルート（モデルルート）を点線で表示するなどすればわかりやすいのではないか。 

・景観に配慮した結果、わかりづらい案内板になっている。 

・QRコードがあればインバウンドも目が行くかもしれない。 

・豆田の一方通行の推進を会議所にも一緒にやってほしい。 

・豆田の橋の架け替えのタイミングで一方通行をすすめたみたらいいと思う。 

・「おんせん県おおいた おもてなし宣言団体」の登録を 8月に行った（信金）。 

 観光客に対し道案内や写真撮影などのお手伝いを行っている。 

・既存の案内板に QRコードを追加でつける。 

など 意見が出た。 

② 市との意見 交換会 

10月 12日以降で日程調整をして開催する。 

その他 ・日田彦山線ＢＲＴ「ひこぼしライン」開業のお知らせ。 

     運行本数も 1.5倍になり停車駅も増えた。 

機会があれば委員会で乗ってみてもいいのではないか。 

    ・日田は麺類が美味しい。やきそば、うどん、ちゃんぽんなど、何かうまく麺でつなげて 

     日田のＰＲを出来ないか。 

    ・10/9のツールド九州の前の 10/8に駅前でラグビーワールドカップのパブリック 

ビューイングを行う。 

（まとめ） 

案内板については、市の整備状況と今後の整備計画を確認し、また、既存の案内板に QRコードを追

加でつけることが可能か確認する。次回の委員会では観光協会事務局長にオブザーバーとして参加

をお願いすることとなった。市との意見交換会については、市と日程調整を行い開催する。 

 以上により 会議を終了した。  

（１１：００） 


